
　今福・南大塚
の12軒の農家
で構成する川越
いも研究会は、

サツマイモ栽培の研究から販売まで、「川越いも」
のブランド力を高めるための活動をしています。
　「サツマイモの栽培は土作りが命です。いいイ
モを作るために、いい土を作ることに力を入れて
います」と語るのは、会長の坂

さか

本
もと

宏
ひろ

之
ゆき

さん（今福）。
水はけのよい今福周辺の台地はもともとサツマイ
モに適しているそうですが、土を深く耕す、麦を
土に混ぜて空気を通りやすくする、品種によって
肥料の量を変えるなどの工夫を重ねています。
　毎年、幼稚園など数多くの団体がイモ掘りに訪

れます。加え
て近年は、直
売が増えてい
るそうです。
　サツマイモ

は9月から10
月にかけてが
旬。この秋は
家族みんな
で、畑へ宝探しに出掛けてみませんか。

川越いも研究会

農政課L224－5939

サツマイモ、キュウリ、ナス、オクラ、長ネギ、イチジ
ク、タマネギ、コマツナ、ジャガイモ、カボチャ、カブ、
クリ、巨峰、ピーマン、ダイコン、サトイモ

今が旬！9月の川越野菜 市内の直売所などで購入できます
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日
本
刀
は
、
た
と
え
新
作
で
あ
ろ
う
と
、
伝
統
的
な
材

料
、
伝
統
を
踏
ま
え
た
正
し
い
製
法
に
よ
ら
な
け
れ
ば
作

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
日
本
刀
に
使
わ
れ
る
鉄
は
、
土

で
作
っ
た
炉
に
砂
鉄
と
木
炭
を
入
れ
て
燃
焼
さ
せ
、
3
日

3
晩
か
け
て
精
製
す
る
「
た
た
ら
吹
き
」
と
い
う
製
法
で

作
ら
れ
ま
す
。
で
き
た
鉄
の
な
か
で
も
良
質
の
も
の
が

「
玉た

ま

鋼は
が
ね

」
と
呼
ば
れ
ま
す
。
た
た
ら
吹
き
に
よ
る
製
鉄
は

戦
後
し
ば
ら
く
途
絶
え
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
、（
公
財
）

日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会
が
島
根
県
・
出い

ず
も雲
地
方
で
操
業

を
行
い
、
全
国
の
刀
匠
に
玉
鋼
を
配
給
し
て
い
ま
す
。

　

博
物
館
で
は
、
同
協
会
と
共
催
で
、「
平
成
26
年
新
作

名
刀
展
」
を
開
催
し
ま
す
。
日
本
刀
の
制
作
に
は
、
刀
身

の
鍛た

ん

造ぞ
う

、
研
磨
、
外
装
に
伴
う
彫ち

ょ
う
き
ん金

・
金
工
、
漆し

っ

工こ
う

、
組く

み

紐ひ
も

、
鞘さ

や

の
制
作
な
ど
、
日
本
の
伝
統
工
芸
技
術
の
粋
と
い

う
べ
き
も
の
が
集
約
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
展
で
は
日
本
刀

の
展
示
の
ほ
か
、

制
作
に
関
わ
る
さ

ま
ざ
ま
な
職
人
に

よ
る
実
演
を
行
い

ま
す
。
こ
の
機
会

に
、
日
本
刀
と
い

う
世
界
に
誇
る
鉄

の
文
化
財
に
親
し

ん
で
み
て
は
い
か

が
で
す
か
。
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現
代
に
息
づ
く
伝
統
技
術

研師による刀剣研磨の実演の様子（昨年）
今年は9月23日㈷に行う予定です
研師による刀剣研磨の実演の様子（昨年）
今年は9月23日㈷に行う予定です
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名
月
を
辞
書
で
引
く
と
、
旧

暦
で
8
月
15
日（
十
五
夜
）

ま
た
は
9
月
13
日（
十
三
夜
）の
月

と
あ
り
ま
す
。
前
者
は
芋い

も

名め
い

月げ
つ

、

後
者
は
豆ま

め

名め
い

月げ
つ

・
栗く

り

名め
い

月げ
つ

と
も
言

う
そ
う
で
す
。
十
五
夜
に
月
見
を

す
る
風
習
の
起
源
は
明
ら
か
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
中
国
で
「
収
穫

祭
」
と
し
て
餅
や
サ
ト
イ
モ
を
供

え
て
い
た
こ
と
が
始
ま
り
の
よ
う

で
す
。
日
本
独
自
の
十
三
夜
の
月

見
で
は
、
枝
豆
や
栗
を
供
え
る
風

習
が
あ
り
、
そ
の
呼
び
名
が
付
い

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
食
べ
物
が
旬
を

迎
え
る「
収
穫
の
秋
」。
つ

い
先
日
ま
で
青
々
し
て
い
た
田
ん

ぼ
の
稲
は
、
黄
金
色
に
輝
い
て
い

ま
す
。
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掘ったサツマイモは、2週間ほど置くと、
より甘みが増します
掘ったサツマイモは、2週間ほど置くと、
より甘みが増します


